
第40回 通常総代会
　利根保健生活協同組合定款50条に基
づき、第40回通常総代会を以下の通り
おこないます。
　総代・正副支部長の皆さまには別途
ご通知いたします。

利根保健生活協同組合　理事長　山 田 忠 夫

日時  2016 年 6 月 18 日（土）
　　  　9 時 00 分　開会
場所  ホテル ベラヴィータ

　

新
病
院
開
設
か
ら
８
か
月
が
経
過
。
新
た
な
夢
に
向
か

っ
て
す
す
み
始
め
た
４
月
、
医
師
８
人
、
研
修
医
７
人
を

含
め
る
48
人
を
迎
え
２
０
１
６
年
度
「
生
協
入
協
式
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。
勤
続
30
年
以
上
の
方

も
多
く
、
組
合
員
の
皆
様
と
共
に
、

一
昨
年
60
周
年
を
迎
え
た
利
根
保

健
生
協
の
大
半
の
期
間
を
支
え
て

き
た
方
々
で
す
▼
気
づ
け
ば
私
も

勤
続
16
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
こ

こ
数
年
は
人
事
・
労
務
の
担
当
と

し
て
職
員
の
入
退
職
や
労
務
管
理

に
関
わ
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

時
代
と
と
も
に
家
族
構
成
や
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
も
変
化
し
、
職
員
か

ら
ラ
イ
フ
シ
ー
ン
に
合
わ
せ
た
働

き
方
の
相
談
な
ど
を
受
け
る
こ
と

も
増
え
て
き
ま
し
た
▼
社
会
的
に

は
、
育
児
や
介
護
に
よ
る
離
職
が

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
会
等

で
も
休
業
や
給
付
制
度
の
見
直

し
、
保
育
所
の
拡
充
な
ど
が
検
討

さ
れ
て
は
い
ま
す
が
、
働
き
続
け

る
こ
と
も
大
変
な
時
代
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
▼
そ
ん

な
中
、
近
年
は
確
保
が
困
難
に
な

っ
て
き
て
い
る
職
種
も
あ
り
ま
す

が
、
今
年
度
も
４
月
に
は
た
く
さ

ん
の
新
入
職
員
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
毎
年
、
緊
張
し
な

が
ら
も
真
剣
な
表
情
で
研
修
を
受

け
て
い
る
新
入
職
員
の
み
な
さ
ん

を
見
る
と
、
自
分
が
入
職
し
た

（
今
よ
り
ス
リ
ム
だ
っ
た
…
）
頃

の
事
を
思
い
出
し
て
、
ま
た
新
た

な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
▼
組
合
員

の
皆
様
に
よ
り
よ
い
医
療
や
介
護

を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
、
職

員
が
安
心
し
て
長
く
働
き
続
け
ら

れ
る
環
境
を
作
っ
て
い
く
こ
と
も

大
切
な
要
素
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
環
境
づ

く
り
も
重
要
な
課
題
の
一
つ
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。（
総
務
部
長
・
小
林
）

　

春
は
入
退
職
の
季
節

で
す
。
利
根
保
健
生
協

で
は
３
月
末
に
６
名
の

方
々
が
定
年
を
迎
え
ら

一人は万人のために 万人は一人のために

皆さんは、口を閉じた時に舌先がどこについていますか？  本来は上あごにぴったりとつく状態が良いとされています。

（１） 第560号2016年５月１日（毎月1回1日発行）

期 待 に 笑 顔 あ ふ れ る

総
代
研
修
会

利根保健生協　2016 年３月現勢

生 協 組 合 員・・・・・・・・・・・・29,114 人
出 資 金 額・・・・1,521,629,000 円
平均出資金額・・・・・・・・・・・・・52,265 円

理事32名　監事3名　総代198名　班長1,420名

発　行　人　山 田 忠 夫　　　編集　「利根の保健」編集委員会
発行部数　22,000　　　　印刷　有限会社コトブキ印刷

　

４
月
１
日（
金
）、「
入
協
式
」
に

は
、
医
師
８
、
研
修
医
７（
医
４
・

歯
３
）、
看
護
師
10
、
准
看
生
徒

５
、
理
学
・
作
業
療
法
士
７
、
臨

床
工
学
技
士
１
、
薬
剤
師
１
、
管

理
栄
養
士
１
、
介
護
福
祉
士
４
、

事
務
４
の
総
勢
48
人
（
医
師
を
除

く
33
人
の
う
ち
利
根
沼
田
出
身
者

は
27
人
）
を
迎
え
ま
し
た
。

　

山
田
理
事
長
と
各
事
業
所
長
か

ら
「
２
０
１
６
年
度
は
と
ね
診
療

所
の
新
築
移
転
な
ど
新
た
な
夢
に

挑
戦
す
る
年
。
人
の
悲
し
み
や
苦

悩
に
寄
り
添
っ
た
地
域
医
療
を
、

諸
先
輩
か
ら
学
び
、
と
も
に
進
め

ま
し
ょ
う
」（
山
田
）。「
新
鮮
な
気

持
ち
を
持
ち
続
け
、
目
標
を
立
て

て
突
き
進
ん
で
ほ
し
い
。
建
物
が

医
療
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
み
な
さ
ん
の
気
持
ち
・
行

動
・
技
術
が
医
療
に
な
る
。
一
人

ひ
と
り
が
担
っ
て
い
く
も
の
で

す
」（
大
塚
）。「
私
た
ち
は
組

合
員
に
守
ら
れ
な
が
ら
育
っ

て
き
た
。
生
協
活
動
と
し
て

地
域
へ
出
る
。
組
合
員
の
話

を
聞
く
こ
と
を
大
切
に
す

る
歯
科
で
あ
り
た
い
」（
中

澤
）。「
今
年
度
の
目
標
は
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
開

設
、
と
ね
診
療
所
の
新
築
移

転
、
在
宅
支
援
の
充
実
で

す
。
ぜ
ひ
若
い
力
を
発
揮
し

て
く
だ
さ
い
」（
都
築
）
な

ど
、激
励
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

代
表
し
て
外
来
サ
ー
ビ
ス
課
の

真
下
園
未
さ
ん
は
「
新
病
院
で
勤

務
で
き
る
こ
と
の
喜
び
、
一
人
は

万
人
の
た
め
に
、
万
人
は
一
人
の

た
め
に
を
目
指
し
、
さ
ら
な
る
地

域
医
療
の
充
実
に
尽
力
し
ま
す
」

と
決
意
を
の
べ
ま
し
た
。

　

辞
令
交
付
後
、
医
療
福
祉
生
協

の
し
く
み
、
利
根
保
健
生
協
の
歴

史
な
ど
２
日
間
に
わ
た
る
研
修
後
、

各
職
場
に
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

利根保健生活協同組合
〒378−0053  沼田市東原新町1861番地1
☎0278（22）6060　  FAX（22）6262

利 根 中 央 病 院
片 品 診 療 所
と ね 診 療 所
利 根 歯 科 診 療 所
生 協 み な か み 歯 科
介護老人保健施設とね
とね訪問看護ステーション
サニーホームひまわり

沼 田 市 沼 須 町
片 品 村 鎌 田
沼田市東原新町
沼田市高橋場町
みなかみ町後閑
沼田市東原新町
沼田市東原新町
沼田市高橋場町

☎（22）4321
☎（58）3910
☎（24）1202
☎（24）9418
☎（25）3399
☎（22）8855
☎（23）3706
☎（22）3223

http://www.tonehoken.or.jp/tonehoken-kumiai/
ホームページ で検索できます利根保健

お知らせ

沼
田
東
支
部 

13

　

 

今
井　

育
枝

　

 

生
方　

幸
代

　

 

大
畠　

正
樹

　

 

大
東　

宣
之

　

 

小
野　

の
ぶ

　

 

小
林　

博
之

　

 

清
水　

一
郎

　

 

鈴
木　

宣
彦

　

 

髙
橋　

道
子

　

 

得
能　

淑
子

　

 

西
村　

益
美

　

 

林　

初
太
郎

　

 

村
田　

定
蔵

沼
田
中
支
部 

６

　

 

今
井　

政
子

　

 

生
方　

民
子

　

 

佐
野
由
紀
子

　

 

塩
野　
　

治

　

 

林　
　

経
子

　

 

布
施
キ
ミ
江

沼
田
西
支
部 

８

　

 

生
方
勢
津
子

　

 

生
方　

洋
子

　

 

加
藤　

岩
男

　

 

金
子　

京
子

　

 

小
池
よ
し
子

　

 

齋
藤　

初
江

　

 

佐
藤　

郁
子

　

 

野
村　

純
代

沼
田
南
支
部 

６

　

 

井
上　

益
子

　

 

川
崎　

浩
輝

　

 

小
林
國
三
郎

　

 

中
島
サ
ト
子

　

 

馬
場
半
次
郎

　

 

深
代　

徳
善

沼
田
北
支
部 

12

　

 

青
木　

忠
昭

　

 

阿
部　

昭
好

　

 

井
之
川
博
幸

　

 

小
菅　

愛
子

　

 

関　
　

英
一

　

 

髙
山　

良
雄

　

 

登
坂　

悦
子

　

 

永
井　

達
郎

　

 

星
野　
　

好

　

 

星
野
ひ
さ
子

　

 

星
野　

昌
子

　

 

宮
本　

三
郎

利
南
支
部 
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梅
澤　

章
二

　

 

大
竹　

春
江

　

 

小
野　

隆
義

　

 

桑
原　

文
三

　
 

小
坂　

輝
子

　
 

坂
爪　

清
子

　

 
下
荒
磯
久
仁
子

　

 
霜
垣
ユ
ミ
子

新
総
代
紹
介
（
支
部
別　

50
音
順
）

◆
任
期
：
２
０
１
６
・
４
・
１
〜
２
０
１
８
・
３
・
31

　

 

津
久
井
幸
吉

　

 

中
澤　

知
子

　

 

星
野　

澄
江

　

 

茂
木　

森
生

　

 

吉
江　

高
志

池
田
支
部 

８

　

 

大
嶋　
　

裕

　

 

小
野　

光
良

　

 

小
手
沢
秀
男

　

 

齋
藤　

正
己

　

 

七
五
三
木
久
二
子

　

 

田
口　

文
夫

　

 

⻆
田
徳
太
郎

　

 

松
井　

早
苗

薄
根
支
部 
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岡
村　

四
郎

　

 

金
子　

幸
子

　

 

桑
原　

俊
仁

　

 

佐
藤　

生
一

　

 

髙
野
久
美
子

　

 

滝　
　

四
郎

　

 

田
村　

大
吉

　

 

野
村　

幸
恵

　

 

笛
木　

信
行

　

 

穂
苅　

勝
代

　

 

丸
岡　

勇
吉

　

 

宮
下　

重
夫

川
田
支
部 

７

　

 

秋
山　

敏
子

　

 

生
方　

澄
雄

　

 

生
方　

忠
一

　

 

大
竹　
　

正

　

 

勝
又　
　

勝

　

 

黒
岩　
　

操

　

 

深
津　

文
子

白
沢
支
部 

８

　

 

石
井　

征
子

　

 

桒
原　

光
子

　

 

小
林
ト
ラ
子

　

 

西
川
千
代
子

　

 

林　
　

勝
江

　

 

藤
井
エ
ミ
子

　

 

藤
井
さ
き
子

　

 

増
田　

智
海

利
根
北
支
部 

９

　

 

井
上　

裕
次

　

 

金
子
吉
五
郎

　

 

金
子　

英
雄

　

 

金
子　

好
男

　

 

小
林　

喜
市

　

 

小
林
美
知
雄

　

 

千
明　

利
久

　

 

中
澤　

貞

　

 

中
村　

君
子

利
根
南
支
部 

５

　

 

佐
々
木
美
恵
子

　

 

鈴
木　

照
夫

　

 

中
澤　

政
雄

　

 

長
谷
川
久
代

　

 

湯
本　

昭
二

片
品
支
部 

14

　

 

青
木　

久
雄

　

 

大
竹　

恵
子

　

 

北
島
ま
つ
子

　

 

桑
原
藤
太
郎

　

 

千
明　
　

博

　

 

萩
原　

日
郎

　

 

萩
原　

英
夫

　

 

星
野　

育
雄

　

 

星
野　

和
久

　

 

星
野　

邦
子

　

 

星
野　

精
一

　

 

星
野　
　

全

　

 

星
野　

時
夫

　

 

吉
野　
　

均

川
場
支
部 

８

　

 

石
田　

幸
松

　

 

井
上　

孝
栽

　

 

金
井　

幹
夫

　

 

砂
山　

芳
夫

　

 

髙
井　

高
次

　

 

田
中　

利
明

　

 

宮
内　

照
夫

　

 

吉
野　

長
治

月
夜
野
東
支
部 

14

　

 

江
口　

健
己

　

 

荻
野　
　

馨

　

 

金
子　

礼
子

　

 

木
村
か
よ
子

　

 

小
林　

一
義

　

 

渋
谷　

典
子

　

 

杉
山
久
美
子

　

 

高
田　

貞
子

　

 

高
橋　

律
夫

　

 

都
丸　

富
子

　

 

中
村　

秀
夫

　

 

深
津
ハ
ル
イ

　

 

藤
原　

京
子

　

 

真
庭　

利
治

月
夜
野
西
支
部 

12

　

 

石
田
千
恵
子

　

 

岡
田　

完
二

　

 

鬼
頭
都
志
子

　

 

佐
藤　

文
子

　

 

鈴
木
初
太
郎

　

 

関
口　
　

功

　

 

千
明
つ
や
子

　

 

長
濱　

水
郎

　

 

林　
　

友
好

　

 

原
澤　

芳
雄

　

 

原
澤　

良
輝

　

 

山
田　

雄
幸

水
上
支
部 

14

　

 

阿
部　
　

弘

　

 

稲
垣　

茂
治

　

 

岩
井
た
け
子

　

 

木
村　

栄
一

　

 

熊
木　
　

葵
　

 

小
林
マ
サ
子

　

 

須
藤　

典
子

　

 

田
村　

順
次

　

 

田
村　

末
子

　

 

中
島　

克
弥

　

 

橋
本　

修
一

　

 

眞
庭　

大
策

　

 

山
田
倉
之
烝

　

 

綿
貫
は
る
子

猿
ヶ
京
支
部 

５

　

 

生
津
富
美
江

　

 

林　
　
　

武

　

 

林　

千
恵
子

　

 

林　
　

誠
行

　

 

笛
木
し
づ
江

須
川
支
部 

６

　

 

安
達　
　

澄

　

 

甲
斐　

陽
子

　

 

関　
　
　

上

　

 

高
橋　

秀
夫

　

 

本
多　

宏
門

　

 

村
山　

太
吉

新
巻
支
部 

８

　

 

伊
勢
野
治
男

　

 

大
坪
富
美
子

　

 

見
城　

倫
子

　

 

島
崎　

芳
恵

　

 

富
沢　
　

豊

　

 

林　
　

和
枝

　

 

原
澤　

富
枝

　

 

本
多　

春
代

昭
和
東
支
部 

８

　

 

石
井　

美
江

　

 

澤
田　
　

保

　

 

鈴
木　

成
子

　

 

須
藤　

貴
一

　

 

髙
槗　

迪
男

　

 

田
村　

廣
子

　

 

林　
　

幸
司

　

 

吉
野
た
か
子

昭
和
南
支
部 

７

　

 

阿
部　

昭
夫

　

 

堤　
　

み
ゑ

　

 

⻆
田　

恵
子

　

 

藤
井　

愛
作

　

 

持
田　

宗
武

　

 

諸
田　

邦
男

　

 

諸
田
は
ま
江

高
山
支
部 

６

　

 

飯
塚　

眞
登

　

 

飯
塚
興
志
次

　

 

飯
塚　

義
満

　

 

大
木
喜
三
夫

　

 

武
田　

邦
広

　

 

登
坂　

茂
喜

職
域 

２

　

 

湯
浅　
　

創

　

 

野
村　
　

智

　

今
年
度
総
代
改
選
に
伴
い
、
定

数
２
２
０
人
の
と
こ
ろ
２
１
１
人

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。「
総
代
研

修
会
」
が
４
月
15
日
～
19
日
の
４

日
間
行
わ
れ
、
１
２
９
人
（
う
ち

新
総
代
57
人
）
が
参
加
。
生
協
の

し
く
み
や
総
代
の
役
割
な
ど
を
学

び
ま
し
た
。



　

埼
玉
県
出
身
で
、
大
学
は
日
本
歯
科

大
学
新
潟
生
命
歯
学
部
を
卒
業
し
ま
し

た
。
こ
の
地
域
で
は
、
チ
ー
ム
医
療
に

大
き
く
力
を
い
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
私
も
い
ち
早
く
地
域
の
お
力
に

な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

高
崎
市
出
身
で
、
東
北
大
学
を
卒
業

し
ま
し
た
。
日
々
努
力
を
重
ね
、
組
合

員
の
皆
様
の
健
康
に
貢
献
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

地
域
の
方
々
と
健
康
を
つ
く
る
「
地

域
に
根
ざ
し
た
医
療
」
に
感
銘
を
受
け

研
修
先
と
し
て
志
望
し
ま
し
た
。
研
修

後
も
地
域
医
療
に
少
し
で
も
貢
献
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
至
ら
な
い
点

も
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
こ
れ
か
ら
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
ん
に
ち
は
。
研
修
医
の
丸
山
梓
と

申
し
ま
す
。
私
は
沼
田
で
生
ま
れ
、
沼

田
で
育
ち
ま
し
た
。
大
学
か
ら
海
の
向

こ
う
中
国
で
た
く
さ
ん
の
留
学
生
の
中

で
学
ん
で
き
ま
し
た
。
縁
が
あ
っ
て
ま

た
沼
田
に
帰
っ
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
、
で
き
る
こ
と
を
探
し
て
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

初
め
ま
し
て
、
初
期
研
修
医
の
書
上

奏
と
申
し
ま
す
。
医
学
医
療
を
し
っ
か

り
学
び
な
が
ら
、
地
域
の
方
々
が
健
康

づ
く
り
の
た
め
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る

活
動
に
つ
い
て
も
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
初
期
研
修
医
と
し
て
お

世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
永

井
裕
介
で
す
。
熊
本
県
出
身
で
す
が
、

今
後
も
群
馬
の
地
で
働
い
て
い
く
予
定

で
す
。
未
熟
者
で
す
が
、
今
で
き
る
こ

と
を
精
一
杯
や
り
な
が
ら
地
域
に
貢
献

で
き
る
よ
う
に
成
長
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

は
じ
め
ま
し
て
、
渡
邉
健
太
と
申
し

ま
す
。
出
身
は
高
崎
で
こ
れ
ま
で
群
馬

を
離
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
迷

惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
が
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
日
々
精
進
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

当
生
協
健
康
づ
く
り
委
員
会

で
は
、
禁
煙
促
進
の
啓
発
運
動

の
一
環
と
し
て
、
利
根
沼
田
・

高
山
村
の
小
中
学
校
へ
、
ポ
ス

タ
ー
の
作
品
募
集
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
沼
田
中
学
校
31
作

品
、薄
根
小
学
校
６
作
品
、利
根

東
小
学
校
２
作
品
が
寄
せ

ら
れ
、
日
本
医
療
福
祉
生

協
連
主
催
の
「
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
」
に
出
品
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
１
５
６
作
品

の
応
募
が
あ
り
、
優
秀
賞

に
沼
田
中
学
校　

中
村
華

さ
ん
、
佳
作
に
沼
田
中
学

校　

加
賀
美
里
咲
さ
ん
、

利
根
東
小
学
校　

中
村
向

日
璃
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
、
応
募
い
た
だ
い

た
ポ
ス
タ
ー
は
、
病
院
内

へ
の
展
示
や
当
生
協
の
事

業
所
に
て
禁
煙
週
間
で
配
布
す

る
チ
ラ
シ
や
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
の
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
役
立

た
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

利 根 の 保 健

舌の位置が改善されることで様々な症状が改善されるとの報告もあります。「あいうべ体操」で舌の位置を元の位置に戻していきましょう！
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〈
沼
田
東
支
部
〉

星
野　

茂
明

星
野　

典
子

平
賀
登
美
枝

〈
沼
田
中
支
部
〉

佐
藤　

弘
信

佐
藤　

園
恵

〈
沼
田
西
支
部
〉

金
子　

圭
一

荒
川
ア
キ
子

〈
沼
田
南
支
部
〉

小
林　

宏
治

中
島
サ
ト
子

〈
沼
田
北
支
部
〉

平
形　
　

勇

林　
　

正
行

石
﨑　

裕
貴

斉
藤
知
恵
子

〈
利
南
支
部
〉

中
居　

和
紀

鈴
木　

静
子

小
坂　

輝
子

大
竹　

春
江

〈
池
田
支
部
〉

関
口　

一
幸

重
原
智
恵
子

〈
薄
根
支
部
〉

地
野　
　

明

米
沢　

佳
子

牛
口　
　

肇

桑
原　

明
雄

坂
西　

洋
子

丸
岡　

幸
子

天
野　

松
子

小
野　

明
菜

〈
川
田
支
部
〉

吉
野
あ
や
子

生
方
つ
や
子

〈
利
根
北
支
部
〉

高
橋　

豊
子

〈
利
根
南
支
部
〉

横
坂
そ
の
み

〈
片
品
支
部
〉

小
林　

大
吉

吉
澤　

辰
雄

井
上　

敏
博

〈
川
場
支
部
〉

井
上　

孝
栽

〈
月
夜
野
東
支
部
〉

高
橋　
　

清

〈
月
夜
野
西
支
部
〉

千
明
つ
や
子

〈
水
上
支
部
〉

上
村　

渓
菜

〈
猿
ヶ
京
支
部
〉

樋
口　

ま
き

〈
須
川
支
部
〉

崎
谷　
　

昇

小
林
み
さ
子

本
多　

宏
門

〈
新
巻
支
部
〉

中
村　

和
男

〈
昭
和
東
支
部
〉

木
暮　

里
子

高
橋
ま
つ
子

〈
昭
和
南
支
部
〉

綿
貫　

邦
男

〈
高
山
支
部
〉

髙
橋　

美
里

よ
う

　 

こ
そ

新
し
い
仲
間

▼
３
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
116
人
で
し
た
。（
敬
称
略
）

３
月
の

新
加
入
者

　

当
生
協
に
は
、
事
業
所
内
保
育

所
「
ど
ん
ぐ
り
保
育
園
」
が
あ
り

ま
す
。

　

旧
病
院
の
裏
手
に
あ
っ
た
施
設

ど
ん
ぐ
り
保
育
園

新
築
移
転
し
開
園

渡辺潤平

櫻井康博

永井裕介

丸山　梓

渡邉健太

書
かき
上
あげ
　奏
かなで

新井貴洋

セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

新
し
い
保
育
園
は
、
認

可
保
育
園
に
な
り
、
地
域

枠
と
し
て
職
員
以
外
の
子

供
７
名
も
預
か
る
施
設
へ

と
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
当
た
り
も
よ
く
、
木

の
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
れ

る
と
て
も
使
い
や
す
い
施

設
で
、
子
供
た
ち
に
大
好

評
で
す
。

が
、
３
月
28
日
に
、
新
病

院
の
敷
地
内
に
新
築
移
転

し
、
４
月
５
日
に
、
開
園

ＷＨＯ世界禁煙デー

佳
作 

沼
田
中
学
校 

加
賀
美
里
咲
さ
ん

優
秀
賞

沼
田
中
学
校　

中
村　

華
さ
ん

　

４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
23
支

部
で
支
部
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

早
速
、
片
品
支
部
で
は
、
４
月

12
日
に
役
職
員
19
人
が
集
ま
り
診

療
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
２
０

１
５
年
度
の
振
り
返
り
と
あ
わ
せ

て
２
０
１
６
年
度
の
支
部
活
動
を

計
画
し
、
総
代
会
議
案
に
つ
い
て

組
合
員
の
意
見
や
要
望
が
出
さ
れ

２
０
１
６
年
度 

支
部
総
会
開
催

2016年度支部総会 予定表（4月23日現在）

ま
し
た
。

　

特
に
新
し
く
な
っ
た
病
院
へ
の

要
望
が
多
く
出
さ
れ
、「
案
内
板
が

わ
か
り
に
く
い
」「
患
者
が
使
え
る

食
堂
が
ほ
し
い
」「
利
根
中
央
病
院

で
は
、
紹
介
状
が
な
い
と
別
に
料

金
が
取
ら
れ
る
の
か
」
な
ど
が
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
通
院

支
援
へ
の
感
謝
や
特
養
に
つ
い
て

の
意
見
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

ブロック名 支部名 日程 曜日 時間 会場
1

中央

沼田東 4月25日 月 13:30 組合員ホール「さくら」
2 沼田中 5月23日 月 13:30 西倉内町区民館
3 沼田南
4 沼田北 4月27日 水 14:00 組合員ホール「さくら」
5

東部

池　田 5月14日 土 19:00 池田公民館
6 利根北 5月11日 水 13:30 工房「池の上」
7 利根南 5月11日 水 16:00 日影南郷集会所
8 片　品 4月12日 火 18:30 片品診療所
9 川　場
10

南部

利　南
11 白　沢 5月23日 月 18:00 米山温泉
12 昭和東 4月26日 火 13:30 昭和の湯「研修室」13 昭和南
14

西部

沼田西 4月21日 木 18:00 佐藤郁子宅
15 薄　根 5月18日 水 19:00 薄根公民館 2階「大広間」
16 川　田 5月12日 木 19:00 川田公民館
17 高　山 5月11日 水 19:00 高山村役場
18

みなかみ

月夜野東 5月16日 月 13:30 後閑集落センター
19 月夜野西
20 水　上 5月26日 木 13:30 水上公民館
21 猿ヶ京

5月24日 火 13:30 みなかみ町役場
新治支所22 須　川

23 新　巻

佳
作 

利
根
東
小
学
校 

中
村
向
日
璃
さ
ん

　

平
和
社
保
委
員
会
の
企
画
・

主
催
で
、「
社
保
学
校
」
を
年

に
３
回
ほ
ど
開
催
し
て
い
ま
す

が
、
今
回
は
、「
戦
争
法
に
つ

い
て
考
え
る
つ
ど
い
」
と
題
し

て
、
４
月
13
日
に
病
院
の
研
修

室
で
開
催
し
ま
し
た
。
20
歳
代

か
ら
70
歳
代
ま
で
若
い
人
が
中

心
に
25
名
が
参
加
し
て
、
思
い

思
い
の
考
え
や
感
じ
て
い
る
こ

と
を
出
し
合
う
フ
リ
ー
ト
ー
ク

と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
戦
争
法
の

中
身
を
国
民
は
ま
だ
あ
ま
り
知

ら
な
い
」、「
戦
争
法
が
必
要
だ

と
言
っ
て
い
る
ひ
と
が
い
る
の

を
初
め
て
知
っ
た
」
な
ど
が
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
戦
争
法
に
つ
い
て

 
考
え
る
つ
ど
い
」

社保学校

思
い
を
語
る
ト
ー
ク
会

ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル

入 

賞 

作 

品

　

２
０
１
６
年
３
月
に
大
学
を

卒
業
し
、
今
年
度
か
ら
組
織
部

の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

　

私
自
身
が
沼
田
市
出
身
で
１

９
９
３
年
の
夏
に
利
根
中
央
病

院
で
誕
生
し
、
幼
い
こ
ろ
か
ら

利
根
中
央
病
院
に
お
世
話
に
な

っ
て
い
た
の
で
今
後
は
職
員
と

し
て
利
根
保
健
生
活
協
同
組
合

に
関
わ
っ
て
い
け
る
と
い
う
こ

と
に
大
変
喜
び
を
感
じ
て
い
ま

す
。

　

組
織
部
と
し
て
こ
れ
か
ら
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
西
部

ブ
ロ
ッ
ク
（
沼
田
西
・
薄
根
・

川
田
・
高
山
）
で
す
。

　

組
合
員
さ
ん
の
期
待
に
添
え

る
よ
う
日
々
頑
張
り
ま
す
の
で

こ
れ
か
ら
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

金澤愛
なるみ
実

新
任
組
織
部
担
当
者

利
根
歯
科
診
療
所

利
根
中
央
病
院

研
修
医
自
己
紹
介

研
修
医
自
己
紹
介



　

糖
尿
病
と
は

　

糖
尿
病
と
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
と

い
う
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
量
が
少
な

い
か
、
そ
の
効
き
目
が
不
十
分
な

た
め
に
、
慢
性
的
に
血
糖
が
高
く

ど
の
環
境
因
子
が
加
わ
っ
て
発
症

す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

血
糖
が
慢
性
的
に
高
い
状
態
が

続
く
と
、
血
管
が
痛
ん
で
し
ま
い

動
脈
硬
化
が
進
み
ま
す
。
動
脈
硬

化
が
原
因
で
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞

を
発
症
し
た
り
し
ま
す
。ま
た
、細

い
血
管
が
障
害
さ
れ
る
こ
と
で
、

網
膜
症
や
腎
症
、
神
経
症
を
起
こ

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
糖
尿
病
が

も
と
で
発
症
す
る
二
次
的
な
病
気

の
こ
と
を
合
併
症
と
言
い
ま
す
。

長
期
に
わ
た
っ
て
高
血
糖
に
さ
ら

さ
れ
た
血
管
を
守
る
た
め
に
は
、

少
し
で
も
早
く
、
か
つ
速
や
か
に

血
糖
値
を
正
常
値
に
戻
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

境
界
型
と
い
わ
れ
た
ら

　

少
し
で
も
早
く
血
糖
値
を
正
常

値
に
す
る
と
い
う
の
は
、
境
界
型

一人は万人のために 万人は一人のために

あー、いー、うー、べーと大きく口を動かす体操です。１日３０セットを目標に行うことをお勧めしています。
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な
る
病
気
で
す
。
１
型
糖
尿
病
と

２
型
糖
尿
病
、
そ
の
他
の
糖
尿
病

に
分
類
さ
れ
ま
す
が
、
生
活
習
慣

病
と
し
て
問
題
に
な
る
の
は
２
型

糖
尿
病
で
す
。
遺
伝
的
要
素
に
加

齢
、
過
食
、
運
動
不
足
、
肥
満
な

し
ゃ
く
な
げ
の
葉
影
に
光
る
な
ご
り
雪

晩

鐘

の

余

韻

を

包

む

花

霞

花
冷
え
や
ず
き
ん
ず
き
ん
と
歯
が
痛
む

城

堀

の
う
ぐ
い

が

遭

ぎ

手

花

な
つ
か
し
や
足
留
め
く
ら
ふ
初
蛙

花
吹
雪
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の
屋
根
に
舞
ふ

く
ま
モ
ン
の
崩
れ
し
天
守
桜
散
る

借

景

の

遠

山

生

か

す

糸

桜

手
を
伸
ば
し
歩
き
初
め
し
子
し
ゃ
ぼ
ん
玉

し
ゃ
ぼ
ん
玉
は
か
な
き
も
の
の
美
し
き

二
人
っ
子
進
む
道
決
め
て
木
瓜
咲
け
り

眞
田
野
の
片
す
み
に
居
て
春
耕
す

空
堀
の
底
ま
で
日
差
し
花
吹
雪

桜
舞
ふ
真
田
の
風
が
生
ま
れ
吹
く

鳴
き
な
が
ら
雲
間
へ
向
か
う
夕
雲
雀

手
の
届
く
沼
田
城
跡
下
田
植
か
な

あ
る
じ
な
き
庭
に
咲
く
花
去
年
さ
み
し

沼
田
市
西
原
新
町	

桑
原　

清
一

沼
田
市
清
水
町	

笛
田　

昭
二

沼
田
市
坊
新
田
町	

あ
べ
け
い
い
ち

沼
田
市
桜
町	

名
胡
桃
董
光

沼
田
市
高
橋
場
町	

生
方　

辺
秋

沼
田
市
高
橋
場
町	

木
暮　

一
夫

沼
田
市
高
橋
場
町	

片
桐　

佳
之

沼
田
市
高
橋
場
町	

白
井
孝
四
郎

沼
田
市
横
塚
町	

星
野　

順
子

沼
田
市
栄
町	

戸
丸　

雅
代

沼
田
市
久
屋
原
町	

狩
野　

章
子

沼
田
市
新
町	

須
藤　
　

薫

沼
田
市
硯
田
町	

平
井
登
志
絵

沼
田
市
硯
田
町	

阿
部　

ま
つ

沼
田
市
下
沼
田
町	

丸
岡　

勇
吉

み
な
か
み
町
師	

増
田　

耕
寿

み
な
か
み
町
湯
原	

石
田
み
よ
子

沼
田
市
薄
根
町	

加
瀬
田
フ
サ
ヱ

沼
田
市
柳
町	

津
久
井
富
子

沼
田
市
堀
廻
町	

今
井　

栄
一

あ
の
人
が
入
る
と
話

壊
さ
れ
る

吾
も
他
人
も
許
し
て
今
夜
花
見
か
な

ナ
ベ
ツ
ネ
も
投
手
四
人
に
首
取
ら
れ

　

現
在
日
本
に
は
８
９
０
万
人
の
糖
尿
病
が
強
く
疑
わ

れ
る
人
が
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
予
備
軍
も
含
め

る
と
２
２
１
０
万
人
に
の
ぼ
り
ま
す
。「
糖
尿
病
予
備

軍
」
と
は
、
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
な
い
も
の
の
、
血
糖

値
が
高
め
で
あ
る
た
め
、
し
だ
い
に
糖
尿
病
へ
と
移
行

し
て
い
く
可
能
性
が
高
い
人
で
す
。

　

血
糖
値
に
異
常
の
な
い
正
常
型
と
糖
尿
病
の
間
の
予

備
軍
は
「
境
界
型
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
段

階
で
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
食
生
活
の
改
善
や
運
動
に

取
り
組
む
と
、
糖
尿
病
の
発
症
率
が
ぐ
っ
と
抑
え
ら
れ

る
こ
と
が
、
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
気
を
付
け
て
生
活
し

て
い
け
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？　

今
回
は
糖
尿
病
を

予
防
す
る
た
め
の
生
活
習
慣
に
つ
い
て
お
話
し
し
て
い

き
ま
す
。

ど
の
汁
は
残
す
よ
う
に
す
る
と
塩

分
も
控
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
野

菜
や
海
草
類
を
食
事
の
最
初
に
食

べ
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
に
含
ま
れ

る
食
物
繊
維
が
糖
分
の
吸
収
を
緩

や
か
に
す
る
の
で
、
血
糖
値
の
上

昇
が
抑
え
ら
れ
ま
す
。（
図
）

　

運
動
習
慣
の
ポ
イ
ン
ト

　

運
動
を
す
る
こ
と
で
血
液
中
の

ブ
ド
ウ
糖
を
消
費
し
、
血
糖
値
を

下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
運
動

は
糖
尿
病
の
予
防
以
外
に
健
康
に

も
役
立
ち
ま
す
。
今
ま
で
運
動
を

す
る
習
慣
が
な
か
っ
た
人
は
、
日

常
生
活
の
中
に
徐
々
に
運
動
を
取

り
入
れ
て
い
く
と
よ
い
と
思
い
ま

す
。
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
や
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
の
使
用
を
控
え
て
、
階
段

を
使
っ
て
み
た
り
、
掃
除
機
を
か

け
て
い
た
と
こ
ろ
を
、
雑
巾
が
け

し
て
み
た
り
、
い
つ
も
よ
り
大
き

な
動
作
で
窓
拭
き
を
し
て
み
た
り

す
る
の
も
い
い
で
す
ね
。
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
犬
の
散
歩
、
軽
い
ス
ト

レ
ッ
チ
な
ど
も
効
果
が
あ
り
ま

す
。
30
分
以
上
続
け
る
と
効
果
的

で
す
が
、
最
初
は
15
～
30
分
程
度

の
軽
い
運
動
か
ら
始
め
て
み
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
血
糖
値
の
上
昇
は

食
後
１
時
間
ほ
ど
が
ピ
ー
ク
で
す

2016. ５月号

　利根保健生協は、全国の医療生協で初めて専従の組織担

当者を置き、組合員を主人公とした地域での保健予防活動

を全国に先駆けてすすめてきました。

　地域では組合員さんが健康づくり・まちづくりを中心に

いきいきと活動しています。組織部職員は活動を地域に大

きくひろげ、地域での「出会い・ふれあい・支えあい」の

輪をつくるコーディネーターとして、「安心して住み続けら

れるまちづくり」の活動を手助けしています。

　業務は多種多様ですが、その魅力・やりがいは「人との

出会い」そして、地域と接点をもつことにより「住民の期

待を肌で感じられること」。さまざまな取り組みを通して新

しい組合員さんが誕生し、「組合員でよかった」と増資にご

協力いただいたときはうれしいです。

　わたしたちは組合員さんから学ぶことが一番大きく、大

事です。地域の課題と向き合う生協運動の中心となり、今

後は地域での連携の橋渡し役も担っていきます。

生
協
本
部 

組
織
部

図：食べる順番と血糖値
（ＮＨＫテレビテキスト

きょうの健康　2015年 8月号より）

と
診
断
さ
れ
た
場
合
も
同
じ
で

す
。
検
査
の
結
果
、
境
界
型
糖
尿

病
と
診
断
さ
れ
た
ら
、
と
に
か
く

食
事
療
法
と
運
動
療
法
を
心
が
け

る
こ
と
で
す
。「
ま
だ
糖
尿
病
で
は

な
い
の
だ
か
ら
、
そ
の
う
ち
気
が

向
い
た
ら
始
め
る
」
な
ど
と
の
ん

き
に
考
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
境

界
型
で
も
肥
満
が
あ
っ
た
り
す
る

と
、
イ
ン
ス
リ
ン
が
効
き
に
く
く

な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
境
界
型
で
も
合
併
症
が
絶

対
起
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
糖
尿
病
で
な
く
て
も
起

こ
る
合
併
症
は
あ
り
ま
す
。
動
脈

硬
化
は
境
界
型
の
う
ち
か
ら
進
行

し
て
い
き
ま
す
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。

　

食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト

　

血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
普
段

の
食
事
が
と
て
も
重
要
で
す
。

糖
尿
病
に
な
り
に
く
い
食
事
の

基
本
は
、
１
日
３
食
決
ま
っ
た
時

間
に
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食

事
を
す
る
こ
と
で
す
。
食
べ
て
い

け
な
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

栄
養
が
偏
ら
な
い
よ
う
に
い
ろ
い

ろ
な
食
材
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。
食

べ
る
量
は
腹
８
分
目
に
し
ま
し
ょ

う
。
食
べ
過
ぎ
に
は
注
意
が
必
要

で
す
。
つ
い
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
う

人
は
、
食
べ
過
ぎ
を
防
ぐ
工
夫
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
例
え
ば
、

ゆ
っ
く
り
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ

と
で
、
脳
の
満
腹
中
枢
が
刺
激
さ

れ
て
満
腹
感
を
得
ら
れ
や
す
く
な

り
ま
す
。
ラ
ー
メ
ン
や
う
ど
ん
な

利根中央病院
糖尿病療養看護師

関上 美紀

糖
尿
病
予
防

生
活
習
慣
が
大
切

の
で
、
食
後
30
～
60
分
後
に
運
動

を
始
め
る
と
効
果
的
で
す
。
運
動

の
効
果
は
２
日
持
続
す
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
で
き
れ
ば
毎

日
、
少
な
く
と
も
２
日
に
１
日
体

を
動
か
す
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。
カ
レ
ン
ダ
ー
や
手
帳
に
記
録

を
つ
け
、
取
り
組
み
が
で
き
て
い

る
か
確
認
し
な
が
ら
行
う
と
い
い

で
す
ね
。

 

（
例
：
で
き
た
運
動
、
歩
数
・
体
重

な
ど
の
数
値
を
記
録
）

　

早
期
の
対
応
が
大
切

　

糖
尿
病
は
初
期
で
は
症
状
が
ほ

と
ん
ど
な
く
、
無
自
覚
で
進
行
し

て
い
き
ま
す
。
境
界
型
も
症
状
は

な
く
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に

血
糖
値
が
高
く
な
っ
て
し
ま
う
た

め
、
定
期
的
な
健
康
診
断
な
ど
で

自
分
の
血
糖
値
を
確
認
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
検
診
な
ど
で

血
糖
が
高
め
と
言
わ
れ
た
ら
、
ほ

っ
て
お
く
の
で
は
な
く
早
め
に
生

活
習
慣
の
見
直
し
を
し
て
下
さ

い
。
肥
満
が
あ
れ
ば
減
量
を
し
ま

す
。
ま
た
、
病
院
で
き
ち
ん
と
し

た
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。
早
め
に
対
策
を
す
る
こ

と
で
、
糖
尿
病
を
予
防
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。

糖尿病の患者さんが同じ量の食事を順番を
変えて食べたときに、血糖値の変動に違い
があるかどうかを調べたところ、「野菜→炭
水化物」のほうが「炭水化物→野菜」より、
食後の血糖値の上昇が緩やかだった。

雨
の
日
の
朝
練
男
子
に
成
果
問
ふ
東
京
マ
ラ
ソ
ン
二
・
三

二
時
間
と

散
り
初
め
し
桜
花
び
ら
手
に
取
れ
ば
か
す
か
に
紅
の
濃
き

あ
る
を
知
る

楽
し
か
り
し
茶
席
惜
し
み
つ
つ
山
吹
の
花
び
ら
拾
ふ
黄
の

ひ
と
片
を

黄
に
光
り
枝
垂
れ
咲
き
た
る
山
吹
は
峡
の
な
だ
り
に
さ
は

さ
は
揺
る
る

麦
笛
を
鳴
ら
せ
し
昔
懐
か
し
む
麦
秋
の
色
消
え
て
久
し
き

　後
戻
り
出
来
ぬ
人
生
鞭
打
ち
て
独
り
越
え
行
く
米
寿
の
坂
道

　沼
須
坂
下
れ
ば
里
は
春
祭
り
桜
咲
く
中
幟
り
は
た
め
く
　

　咲
き
初
む
る
桜
の
上
に
春
の
雪
冷
た
く
降
り
て
す
ず
め
飛

び
立
つ

早
々
と
燕
尾
の
使
者
は
さ
え
ず
り
と
返
し
技
み
せ
岳
に
去

り
ゆ
く

姉
の
死
を
う
け
入
れ
ら
れ
ず
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン
「
現
在
、
使

わ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
」

う
ぐ
い
す
の
声
聞
き
て
播
け
じ
ゃ
が
薯
は
逝
き
し
夫
は
常

に
言
ひ
た
り
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眼の病気について

眼の病気について

歯のはなし

関節の痛みについて

関節の痛みについて

おひな祭り

筋トレ・大腸がんチェック

筋トレ・大腸がんチェック

骨粗鬆症のはなし

大腸がん対策

俳句会

認知症予防について

年間計画づくり

大腸がんチェック ･ 年間計画

脳トレ（唄 ･ ビデオ）

ロコモティブシンドロームについて

ロコモティブシンドロームについて

筋力アップトレーニング

骨粗鬆症について

8 つの生活習慣について

バレーボール班会

バレーボール班会

バレーボール班会

筋トレ・歌・体操

筋トレ・歌・体操

筋トレ・歌・体操

筋トレ・歌・体操

筋トレ・歌・体操

大腸がんについて・脳トレ

大腸がんについて・脳トレ

年間計画づくり

健康マージャン広場（9 回）

業務用カラオケを楽しもう（12 回）

大腸がんチェック

大腸がんチェック

骨粗鬆症について ･ 脳トレ

骨粗鬆症について ･ 脳トレ

おひな様づくり

おひな様づくり

おひな様づくり

肝臓について・年間計画

肝臓について・年間計画

減塩調理班会

減塩調理班会

絵手紙教室（2 回）

健康促進お茶のみ会

手と足のしびれについて

手と足のしびれについて

年間計画づくり・体操

年間計画づくり・体操

ひなまつり行事

ひなまつり行事

年間計画づくり

脳いきいき・ラジオ体操（5 回）

爪の疾患
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上原町 7-3

上原町 7-1

材木 11-3

材木町 1

材木町２

西原新町11-1

東原新町９

東原新町５

沼田中支部合同

鍛冶町 10

いこい句会

福寿会

岡谷 西部１

穴原 1･2

二本松１

菅沼１

菅沼２

中野合同

上久屋馬場

尾合 上

貝野瀬 田岸・大堀合同

貝野瀬 滝久保合同

貝野瀬 池原合同

川額 入原上１

川額 入原上２

川額 入原中２

川額 入原下１

川額 入原下２

井土上町合同 1

井土上町合同 3

恩田合同

ひだまりの会

ひだまりの会

下川田町 宮塚１

下川田町 宮塚２

新田合同

新田合同

政所合同

真庭合同

真庭合同

後閑 下入

後閑 上入

下牧 原の中

下牧 原－２

虹の会

さわやか班

月夜野 町組 12-1

月夜野 町組 2-2

月夜野 橋下合同

月夜野 橋上合同

猿ヶ京合同

猿ヶ京合同

須川 十二河原

福寿草

ふれあいの輪

80 班 572 人

利 根 の 保 健 （４）第560号2016年５月１日（毎月1回1日発行）
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利根保健生協では医療生協らしい地域包括ケアを推進するため、医科、歯科、老健が連携して組合員の口の健康を守ります。

班会あれこれ
おらがまちのおらがまちの

月夜野西　橋下・橋上合同班

沼田中　支部合同班

沼田東　健康班

薄根　硯田・白岩町合同班

みたらし団子づくり、笑いヨガ

骨粗しょう症について、血圧チェック

体操、大腸がんチェック

昭和東・南支部　まちかど健康チェック

骨粗しょう症について

みんなで美味しいみたらし団子がつくれました。
初めての笑いヨガでは「本当に笑えてくるね」と、みん
な笑顔でした。

年に1度経過をみている人や、早期から薬を飲んで効
果があった人などからお話を聞けました。

大腸がんチェックの結果をみてほっと一息。 体操を繰
り返すことで健康的なからだづくりをしています。

２ヵ月に１回、昭和の湯で定期的に開催している昭
和東・南支部。　毎回、健康チェックをしていく人もい
て体組成は大好評！　今回は、尿チェックも実施して、
尿糖が出ていないか確認もしました。

食事療法や運動などについての話を聞き、 骨粗しょう
症についての知識を高めました。

３月班会開催一覧
支部名 人数班　　名 班会内容班長 ・代表名

月夜野東　下牧原の中班

減塩料理づくり
みんなで楽しく調理ができました。
梅干し1個と1食分の塩分が同じ量なので、「梅干しや漬
物は食べられないな～」という声もあがりました。

今月の
注目班

掲載希望の方は ①お子様氏名 ②年齢
③住所 ④コメント（13文字以内）
⑤連絡先 をご記入の上ご投稿下さい。

編集事務局  E-mail:sukusuku-tone@tonehoken.or.jp

【期間】平成28年6月4日（土）〜10月29日（土）
【場所】老健とね「多目的室」
【定員】20名　　【受講料】60,000円
【問い合わせ】介護老人保健施設とね
　　　　　　　☎22−8855（倉持）

＜営業日＞月〜金曜日（祭日も実施）
　　午前 9：30から　2～3時間の利用
　　午後 1：30から　2～3時間の利用
各種マシンによる機能訓練の他、理学療法士、作業療法
士による徒手的な個別リハビリテーションが特徴です。
※老健とねから送迎車を出しますが、距離により
　お受けできない場合もありますのでご相談ください。
＜お申し込み先＞担当のケアマネジャーへ
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介護職員初任者研修
（旧ヘルパー2級）

介護保険を利用してリハビリをしてみませんか？

〜ボランティアさん募集！〜

2016年度 特定健診のお知らせ
「
熊
本
地
震
支
援
募
金
」受
付
中

５月より老健とねの「短時間通所リハビリテーション」が一日営業になりました。

皆さんのお力をお貸しください。

受講生募集

WHO 4・7世界保健デー

受付
５月より

送迎を開始！

沼田市・みなかみ町・片品村の国民健康保険・
後期高齢者医療保険に加入する40歳以上の皆様へ

生活習慣病予防に特定健診を受けましょう！
＜期　間＞６月１日〜10月31日
＜予約制＞◆利根中央病院・健診センター ☎22-4321
　　　　　　　電話予約は 10時～受け付けしています
　　　　　　　月～土曜日（金・土曜日は午前中のみ）
　◆とね診療所 ☎24-1202　◆片品診療所 ☎58-3910

◦利根中央病院
　　玄関・外来案内係など
◦とね在宅総合センター
　　利用・入所者のお手伝
　　い・見守り・声かけ・
　　話し相手など　
◦生協本部：｢利根の保健｣機関紙の梱包作業
　　会場３カ所（生協本部・片品診療所・みなかみ歯科）

　問い合わせ：生協本部 組織部（☎22-2300）


